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　甲州市とフランス・ボーヌ市は、姉妹都市の締結から今
年で４０年を迎えました。これまで、日本とフランスを代表
するぶどうとワインのまちとして、教育文化、産業に関する
情報交換、子ども達の作品交換、研修生の受け入れな
ど多彩な交流を通じて、友好の促進を図ってきました。

フランス　ボーヌ市
姉妹都市４０周年

A n n i v e r s a i r e
L ' a c c o r d  d e  J u m e l a g e

絆心国境を越え とる

特集

2

　グローバル化が進む社会の中で、国際交流はまちづくりや人材育
成の大きな契機となり得ます。甲州市はフランスボーヌ市と姉妹都市、
アメリカエイムズ市と友好都市協定を結んでいます。今月の広報で
は、永年にわたる交流「国境を越える心と絆」をご紹介します。
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住
民
の
想
い
が
実
を
結
び
、
姉
妹
都
市
締
結
へ

　

ボ
ー
ヌ
市
と
の
交
流
は
、
昭
和
48
年
頃
か
ら
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
問
し
て
い
た
（
株
）
ド
ン
ク
社
の
藤
井
氏

ら
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
、「
ボ
ー
ヌ
市
は
、
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
郷　

勝
沼
町
と
姉
妹
都
市
を
結

び
た
い
」
と
勝
沼
町
へ
情
報
を
寄
せ
て
き
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
佐
藤
嘉
明
氏
（
旧
勝

沼
町
長
）
と
ア
ン
リ
イ
・
モ
ア
ン
氏
（
旧
ボ
ー
ヌ
市
長
）
と
の
間
で
数
回
に
わ
た
る
手
紙
の
交
換
、
ま

た
、
両
市
の
子
ど
も
達
が
絵
画
や
習
字
を
郵
送
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
、
さ
ら
に
は
、
峡
東
ブ
ド
ー
酒

協
議
会
が
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
問
す
る
な
ど
、
互
い
に
姉
妹
都
市
交
流
に
向
け
た
想
い
を
育
み
、
昭
和

51
年
９
月
18
日
、
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ー
ヌ
市
で
両
首
長
は
姉
妹
都
市
の
締
結
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
交
流
で
、
深
ま
る
友
好
関
係

　

姉
妹
都
市
の
締
結
当
初
、
互
い
に
経
済
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
相
互
に
関
心
の
あ
る

問
題
や
住
民
生
活
等
の
情
報
交
換
を
主
と
し
た
、
書
籍
や
写
真
、
絵
画
な
ど
の
交
流
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
一方
、
共
通
産
業
で
あ
る
ワ
イ
ン
振
興
の
充
実
を
見
据
え
た

旧
勝
沼
町
は
、「
形
式
よ
り
実
の
あ
る
友
好
交
流
」
を
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
ボ
ー
ヌ

市
と
の
親
交
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、昭
和
52
年
と
53
年
に
旧
勝
沼
町
が
ボ
ー

ヌ
市
を
訪
問
。
翌
54
年
に
は
、
ボ
ー
ヌ
市
長
夫
妻
が
旧
勝
沼
町
を
初
訪
問
、
ま
た

同
年
11
月
に
は
、
勝
沼
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
59
年
に
は
、
甲
州
ぶ

ど
う
太
鼓
が
ボ
ー
ヌ
市
で
演
奏
披
露
を
実
現
す
る
な
ど
、
互
い
に
親
交
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

次
世
代
を
見
据
え
、
国
際
感
覚
を
養
う

　

昭
和
62
年
、
旧
勝
沼
町
で
は
海
外
派
遣
の
第
１
号
研
修
生
と
し
て
ボ
ー

ヌ
市
へ
青
年
２
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の
派
遣
研
修
は
、
平
成
３
年
ま

で
続
き
、
14
名
の
青
年
が
ボ
ー
ヌ
市
に
渡
り
、
歴
史
文
化
は
も
と
よ
り
、

ワ
イ
ン
醸
造
な
ど
の
産
業
技
術
を
習
得
し
、
産
地
の
心
と
磨
か
れ
た
技

術
を
勝
沼
町
の
た
め
に
広
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
11
年
か
ら
中
学
生
が
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
問
す
る

派
遣
交
流
事
業
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
生
徒
が
、
世
界
で

有
数
の
ワ
イ
ン
産
地
で
あ
る
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

生
活
文
化
を
感
じ
る
と
共
に
、
ワ
イ
ン
工
場
の
見
学
、
ぶ
ど
う

の
収
穫
体
験
を
通
じ
て
、
日
本
を
代
表
す
る
旧
勝
沼
町
の
ぶ

ど
う
や
ワ
イ
ン
の
基
幹
産
業
と
地
域
文
化
の
理
解
を
深
め
る

と
同
時
に
、
産
地
と
し
て
の
誇
り
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
の
締
結
か
ら
40
年
。
時
代
が
変
わ
り
、
旧
勝

沼
町
は
合
併
に
よ
り
甲
州
市
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ボ
ー
ヌ
市
と
の
友
好
関
係
は
、
40
年
間
絶
え
る
こ
と
な

く
広
が
り
を
増
し
、
両
市
に
と
っ
て
の
歴
史
と
伝
統

に
、
豊
か
な
彩
り
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

互
い
に
信
頼
や
親
善
の
心
を
大
切
に
、「
実
の
あ

る
友
好
」
は
、
次
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。

3 まちの中心にある広場での市に、にぎわう人々（フランス ボーヌ市）
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ボ
ー
ヌ
は
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
ブ
ル
ゴ
ー
ニュ
＝
フ
ラ
ン
シ
ュ
＝
コ
ン

テ
地
域
圏
コ
ー
ト
＝
ド
ー
ル
県
に
位
置
し
ま
す
。

　

ブ
ド
ウ
畑
が
広
が
る
丘
陵
地
帯
「
コ
ー
ト
・
ド
ー
ル
（
黄
金

の
丘
陵
）」
と
称
さ
れ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニュ
・
ワ
イ
ン
の
特
産
地
。
そ

の
中
心
に
あ
る
ボ
ー
ヌ
は
ワ
イ
ン
の
香
り
に
満
ち
た
「
ブ
ル
ゴ
ー

ニュ
・
ワ
イ
ン
の
首
都
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ー
ヌ
で
の
ワ
イ
ン
醸
造
の
歴
史
は
古
く
、
ガ
リ
ア
・
ロ
ー
マ

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
ワ
イ
ン
と
と
も
に
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。

　1877 年（明治 10 年）、甲州市勝沼町に日本初の醸造場が設立され、ぶどう
栽培とワイン醸造を学ぶために、勝沼町祝地区出身の土屋助次郎（のちの龍憲）

（写真：右）、高野正誠（写真：左）の青年 2 人が遠くフランスへと旅立ちました。
　2 人は、ブルゴーニュ地方やシャンパーニュ地方で研鑽に励み、このときボーヌ
市でもワイン醸造技術を学びました。帰国した彼らによって、日本のワイン産業は始
まり、日本におけるワイン産業発祥の地として発展を続けております。
　以来、今日に至る 130 余年のワインの歴史は、先人達の営みと思いを受け、古
くからワインを通じてフランスと縁があったこともあり、1974 年（昭和 49 年）から、
フランス・ボーヌ市との交流がスタートしました。

姉妹都市締結の約１００年前
　　ボーヌとの縁は始まっていた

姉
妹
都
市　

ボ
ー
ヌ
市
に
出
逢
う
。

■気候　
フランス北部の平原と南のローヌ渓谷に挟まれるよう
に広がるブルゴーニュ地方。冬は寒いものの、晴天
の日は少なくない。秋は気候も穏やかで、1 年を通じ
てもっとも美しい季節といえる。
■人口　約２万人
■面積　３１．３０㎢
■位置　パリの南東約３００㎞
■産業　ワイン産業が主体。特に赤ワインは世界的
　　　　にも非常に高く評価されている。
■主な施設
　施療院・ノートルダム教会・ワイン博物館など

絆

心

国
境

を

越
え

と

る

特
集
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４０年のあゆみ
１９７６年 ボーヌ市と勝沼町の姉妹都市協定締結（９月１８日）

１９７７年 勝沼のワイン１００年交流事業／ボーヌ市へ訪問

１９７９年 ボーヌ市スポーツ交流（勝沼ラグビークラブ）

１９８４年 文化交流（ニース市、ボーヌ市）／甲州ブドウ太鼓訪問

１９８６年 【１０周年】姉妹都市１０周年「ボーヌへの旅」

１９８７年 青年海外派遣研修（第１期）

１９８８年 青年海外派遣研修（第２期）

１９８９年 文化交流（ボーヌ市、トロワ市）／甲州ブドウ太鼓訪問

 青年海外派遣研修（第３期）

１９９０年 青年海外派遣研修（第４期）／勝沼町議会ボーヌ市親善訪問

１９９１年 青年海外派遣研修（第５期）

１９９３年 勝沼町制４０周年記念　ボーヌ市姉妹都市親善訪問

１９９７年 【２０周年】姉妹都市締結２０周年ボーヌ市親善訪問

１９９９年 第１回勝沼中学校ボーヌ市交流派遣事業

２０００年 ボーヌ市国際交流協会会員青年来訪

 第２回勝沼中学校ボーヌ市交流派遣事業

２００１年 ボーヌ国際交流協会会員青年来訪

２００２年 第４回勝沼中学校ボーヌ市交流派遣事業（※第３回はテロのため中止）

２００３年 第５回勝沼中学校ボーヌ市交流派遣事業

２００４年 第６回勝沼中学校ボーヌ市交流派遣事業

２００５年 ボーヌ市使節団招聘事業／ボーヌ市民のホームステイ受入

 第７回勝沼中学校ボーヌ市交流派遣事業

２００５年 甲州市制施行

２００６年 【30 周年】甲州市中学生ボーヌ市訪問団派遣事業

 甲州市とボーヌ市との姉妹都市協定締結（１０月６日）

２００８年 甲州市中学生ボーヌ市訪問団派遣事業

２０１１年 甲州市中学生ボーヌ市訪問団派遣事業

２０１３年 甲州市中学生ボーヌ市訪問団派遣事業

２０１５年 甲州市中学生ボーヌ市訪問団派遣事業

２０１６年 【40 周年】ボーヌ市親善訪問団受入

 甲州市・ボーヌ市姉妹都市交流４０周年記念パーティ開催

 甲州市長ボーヌ市表敬訪問・４０周年記念セレモニー

（主な事業等、抜粋掲載）

ボーヌ市と勝沼町の姉妹都市協定締結
1976 年（昭和 51 年）広報かつぬま 10 月号

かつぬまぶどうまつりにボーヌ市長夫妻が参加
1979 年（昭和 54 年）広報かつぬま 10 月号

勝沼ラグビークラブによるスポーツ交流
1979 年（昭和 54 年）広報かつぬま 12 月号

勝沼ぶどう太鼓による文化交流
1984 年（昭和 59 年）広報かつぬま 2 月号

広報こうしゅう5



i n t e r v i e w

勝沼ラグビークラブ
鈴木 雄人 さん

　

48
年
前
、
若
者
の
健
全
育
成
や
地
域
の

一
体
感
を
高
め
、
産
業
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
勝
沼
ラ
グ

ビ
ー
ク
ラ
ブ
。

　

ボ
ー
ヌ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
の
３
年

後
に
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
れ
た
際
は
、
な

だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
綺
麗
に
植
え
ら
れ
た

立
木
の
ブ
ド
ウ
畑
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

小
さ
な
ま
ち
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
古
い

建
築
物
が
多
く
残
り
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
町

並
み
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
沼
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
約
50
名
が
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
れ
、

親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ヌ
市

内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
地
元
の
社
会
人

ク
ラ
ブ
のCSB

（CLU
B SPO

RT
IF 

BEA
U

N
O

IS
）
と
の
試
合
で
は
、
体
格

差
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
精
一
杯
の
試
合

が
で
き
ま
し
た
。
試
合
終
了
の
「N

o　

Side

」
の
合
図
後
、
お
も
て
な
し
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
ボ
ー
ヌ
の
誇
り
高
き
ワ
イ
ン
を
頂
戴

し
な
が
ら
、各
々
のSide

は
取
り
払
わ
れ
、

心
か
ら
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ボ
ー
ヌ
市
訪
問
を
終
え
、
ボ
ー
ヌ
市
が

と
て
も
身
近
に
感
じ
、
基
幹
産
業
だ
け
で

な
く
勝
沼
と
通
じ
る
「
価
値
観
」
や
「
心
」

に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ひ
と
え
に「N

o　

Side

」と
い
う
ラ
グ
ビ
ー

の
精
神
が
繋
い
で
く
れ
た
縁
で
あ
り
、
国

際
交
流
の
心
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

No Side の精神こそ
国際交流の心

ボーヌ市との深い交流の思い出を勝沼ラグビークラブの鈴木
雄人さん、甲州ぶどう太鼓の金井盛一さんにお聞きしました。

　

９
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
、
ボ
ー
ヌ

市
友
好
訪
問
団
が
甲
州
市
を
訪
れ
、
放

光
寺
で
は
住
職
か
ら
の
拝
観
案
内
後
、
茶

道
を
体
験
し
、
歴
史
と
文
化
薫
る
甲
州
市

の
深
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

ワ
イ
ン
を
け
ん
引
す
る
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
見
学
で
は
、
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
で
つ
な
が

る
両
市
の
交
流
の
深
い
つ
な
が
り
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。
滞
在
の
最
後
に
は
、
勝

沼
ぶ
ど
う
の
丘
で
甲
州
市
・
ボ
ー
ヌ
市
姉

妹
都
市
交
流
40
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
、
箏
や
尺
八
、
和
太
鼓
の
演
奏
や

江
戸
太
神
楽
の
曲
芸
な
ど
、
日
本
文
化
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
勝
沼
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
、
甲
州
ぶ
ど
う
太
鼓
を
は
じ
め

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
の
絆
を
深
め
ま
し

た
。

甲
州
の
文
化
、
味
わ
う

6



甲州ぶどう太鼓
金井 盛一 さん

　

か
い
じ
国
体
（
第
41
回
国
民
体
育
大
会
）

に
あ
わ
せ
、
勝
沼
の
文
化
を
創
出
す
る
た

め
に
有
志
で
立
ち
上
げ
た
「
甲
州
ぶ
ど
う

太
鼓
」。
地
元
の
祭
り
や
様
々
な
行
事
で
演

奏
し
、
１
９
８
４
年
に
は
ボ
ー
ヌ
市
を
訪

れ
、
太
鼓
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

小
さ
く
も
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
綺
麗

な
町
並
み
や
、
ワ
イ
ン
産
地
ら
し
い
誇
り

高
き
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
見
学
で
き
、
勝
沼
に

似
て
い
る
部
分
と
異
な
る
部
分
と
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ
ー
ヌ
市
を

知
る
こ
と
で
改
め
て
故
郷
・
勝
沼
の
文
化

や
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

訪
問
中
、
公
園
や
公
民
館
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
様
々
な
場
所
で
演
奏
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ヌ
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
太
鼓
の
演

奏
は
初
め
て
観
た
り
、
聴
く
よ
う
で
大
変

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ハ
ッ
ピ
や
ハ
チ
マ

キ
に
も
興
味
深
々
で
、
日
本
の
伝
統
的
な

文
化
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

ボ
ー
ヌ
市
の
保
育
所
で
の
演
奏
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
太
鼓
の
打
ち
方
を
教
え
、
一

緒
に
な
っ
て
太
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
初
め

て
の
文
化
に
触
れ
、
驚
き
と
感
動
に
目
を

輝
か
せ
て
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。

　

言
葉
も
文
化
も
生
活
も
異
な
る
異
国
の

地
で
も
、
和
太
鼓
の
一
打
の
響
き
は
空
気

を
振
動
さ
せ
、
肌
を
震
わ
せ
、
脈
打
つ
心

と
共
鳴
し
ま
す
。
こ
の
日
本
の
文
化
・
太

鼓
の
響
き
に
、
友
好
の
想
い
や
心
を
の
せ

る
こ
と
が
で
き
、
親
愛
な
る
ボ
ー
ヌ
の
皆

さ
ん
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

和太鼓一打の響きは
国境を越える

　

10
月
２
日
～
９
日
の
８
日
間
、
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
日
仏
自
治
体
交
流

会
議
への
参
加
と
併
せ
、
姉
妹
都
市
ボ
ー
ヌ

市
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

田
辺
市
長
と
ア
ラ
ン
・
シ
ュ
グ
ノ
ー
市
長

は
、
両
市
の
不
変
の
絆
と
友
好
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
誓
う
た
め
の
憲
章
へ

の
調
印
（
写
真
Ａ
）
を
行
い
、
互
い
の
交

流
と
友
情
の
深
さ
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滞
在
中
、
ボ
ー
ヌ
市
の
ブ
ド
ウ
畑

の
視
察
や
ワ
イ
ン
博
物
館
の
見
学
、
ベロニッ

ク
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
市
議
会
議
員
の
勤
務
す
る

ワ
イ
ナ
リ
ー
見
学（
写
真
Ｂ
）な
ど
も
行
い
、

ワ
イ
ン
醸
造
技
術
と
品
質
の
高
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
交
流

は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
ま
る
で
熟
成
し

た
素
晴
ら
し
い
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
、
甲
州
市

と
ボ
ー
ヌ
市
の
絆
も
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

40
周
年
を
祝
い
、
表
敬
訪
問

ボーヌ市　アラン・シュグノー市長　
「ボーヌに栄光あれ！甲州に栄光あれ！」

絆心国境を越え とる

特集

　４０年という年月は、フランスでは伝統的な４つの宝石の１つエメラルド婚の年
であり、幸運と健康の象徴の年です。２つの市は９，８００キロの距離があります
が、大陸をまたいだ友情の絆は常に強いものです。
　子ども達の交流や両市のラグビーチームのスポーツ交流を考えると、距離も
時間もこの固い友情を壊すことはありませんでした。ボーヌと甲州の信頼と友情
を、今後も共にさらに強めていくことを確信しています。それはおもてなしの文
化や美食、ブドウ栽培など、たくさんの共通点を持っているからです。
　遠い将来もこれら全ての有益な効果を作り続けて行こうと心から願っていま
す。ボーヌに栄光あれ！甲州に栄光あれ！

7
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甲州市は９月１７日から２４日の８日間、
友好都市のアメリカ合衆国エイムズ市へ中
学生訪問団を派遣しました。

最
高
の
思
い
出
と

　
　
　
　
　
　
　

最
愛
の
親
友

　

今
回
の
訪
問
団
は
、
市
内
の
中
学
生
25

名
で
構
成
。
滞
在
中
、
エ
イ
ム
ズ
市
庁
舎

を
は
じ
め
と
し
た
市
内
公
共
施
設
や
ア
イ

オ
ワ
州
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ア
イ
オ
ワ

州
の
州
都
デ
モ
イ
ン
市
に
あ
る
ア
イ
オ
ワ

州
議
会
議
事
堂
、
プ
リ
ン
シ
パ
ル
パ
ー
ク

野
球
場
な
ど
を
見
学
し
、
初
め
て
見
る
光

景
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
イ
ム
ズ
市
内
の
小
中
学
校
訪

問
で
は
、
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
少
し
緊
張

も
あ
り
ま
し
た
が
、
英
語
で
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
さ
ら
に
は
、

授
業
を
一
緒
に
受
け
る
な
ど
し
て
、
同
世

代
と
交
流
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

エイムズ市
アメリカ合衆国

友好都市

　

優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
異
な
る
言
語
、

生
活
、
習
慣
な
ど
、
エ
イ
ム
ズ
市
の
文
化

を
親
切
に
教
え
て
く
れ
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
家
族
の
よ
う
に

過
ご
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん

の
こ
と
を
、「
最
愛
の
親
友
」
と
も
感
じ
な

が
ら
、
日
々
の
交
流
を
楽
し
み
、
友
好
親

善
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

国
境
を
越
え
た

　
　
　
　

信
頼
あ
る
友
好
親
善

　

甲
州
市
と
エ
イ
ム
ズ
市
の
友
好
関
係
は
、

今
年
で
24
年
目
。

　

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
が
増

大
し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
国
際
交

流
施
策
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
、
旧
塩
山

市
で
は
、
平
成
５
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

エ
イ
ム
ズ
市
と
友
好
都
市
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
３
０
０
人
を
超
え
る
市
民

が
エ
イ
ム
ズ
市
を
訪
れ
、
ま
た
エ
イ
ム
ズ

市
か
ら
も
同
様
に
約
３
０
０
人
の
皆
さ
ん

が
甲
州
市
を
訪
問
し
、
互
い
の
歴
史
文
化

や
日
常
生
活
に
触
れ
な
が
ら
、
国
境
を
越

え
た
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
イ
ム
ズ
市
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英

語
指
導
助
手
）
を
招
き
、
市
内
小
中
学
校

で
の
英
語
科
目
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
信
頼
あ
る
友
好
親
善
を

続
け
て
い
ま
す
。
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「エイムズ市訪問から見えてきた世界」

I
n

t
e

r
n

a
t

i
o

n
a

l
 

e
x

c
h

a
n

g
e

友好親善訪問団　団長
佐藤　政幹　さん

友好親善訪問団　生徒代表
廣瀬　佳祐　さん

（塩山中学校　校長）

i n t e r v i e w

　中学生という夢と希望を大いに膨らませる絶好の時期に、「甲州市中学生エイ
ムズ市友好親善訪問団」として渡米し、外国の文化や暮らしを経験できる機会
を与えていただきましたことに感謝いたします。このような国際交流によって、友
好都市エイムズ市の歴史・文化を知ることができたことと、こちらが日本文化を伝
えるため、改めて甲州市の歴史文化を見つめ直すことにも繋がりました。また、
外国の地を自分の目で見て、耳で聞き、肌で感じ取ることで、国際感覚を養うこ
ともできました。今回の訪問は、生徒たちの人生において「かけがえのない財産」
となると確信しています。また、今回の訪問を終え、長年培われてきた山梨県と
アイオワ州との関係、エイムズ市と甲州市の友好的な信頼関係をこれからも末永
く続けたいという想いがいっそう強いものになりました。

　訪れたことがないアメリカ・エイムズ市の文化や歴史、暮らしなどを身
をもって知りたいという想いで、訪問を希望しました。アメリカの建物（小
学校や中学校）や食べ物、世界観やスケールの大きさに圧倒されました。
エイムズ市の滞在中、大学の教授をしているシャツクリフさんの家にホー
ムステイをさせていただき、いろいろなところに連れて行っていただいたり、
美味しいご馳走を作ってくれたりと、とても親切にしていただきました。また、
チャンスがあれば、エイムズ市に行き、シャツクリフさんに会いたいです。
シャツクリフさんが日本を訪れることがあれば甲州市を案内したいです。絆

心

国
境

を

越
え

と

る

特
集
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日
本
一の
ぶ
ど
う
郷
で
あ
る
甲
州
市
勝
沼
町
に
は
、
ぶ
ど
う
収
穫
の
豊
作
を
喜
び
あ
い
、
ぶ
ど

う
産
地
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
に
感
謝
を
伝
え
る「
ぶ
ど
う
ま
つ
り
」が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
と
共
に
催
し
に
も
変
化
が
あ
り
ま
す
が
、
今
や
地
域
文
化
と
も
い
え
る
「
ぶ
ど

う
ま
つ
り
」
への
心
は
、
祖
父
や
祖
母
か
ら
父
母
、
私
た
ち
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

63
回
を
迎
え
た
今
年
、
勝
沼
中
央
公
園
広
場
を
主
会
場
に
過
去
最
高
10
万
人
の
皆
さ
ん
が
、

全
国
に
誇
れ
る
「
秋
の
ぶ
ど
う
産
地
」
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
月
の
広
報
で
は
、
今
年
の
ぶ
ど
う
ま
つ
り
を
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
ぶ
ど
う
ま
つ
り
の
歴
史
」
を
あ
ら
た
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ぶ
ど
う
郷
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

　
　

収
穫
へ
の
感
謝
と
誇
り
を
込
め
て

第
63
回
甲
州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り
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秋
の
観
光
施
策

　
　
ぶ
ど
う
ま
つ
り
の
は
じ
ま
り

　

ぶ
ど
う
ま
つ
り
は
、
葡
萄
郷
保
勝
協
会
と
旅

行
倶
楽
部
が
中
心
と
な
り
、
昭
和
９
年
に
雀
宮

神
社
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
拡
大
に
よ
り
、

余
儀
な
く
中
止
と
な
っ
た
が
、
峡
東
地
区
の
町

村
が
協
力
し
て
、
戦
後
の
昭
和
21
年
に一
宮
浅

間
神
社
を
会
場
に
「
葡
萄
祭
」
が
行
わ
れ
、

昭
和
23
年
か
ら
は
、
雀
宮
神
社
（
現
在
の
勝
沼

中
学
校
校
庭
）
へ
と
会
場
が
移
り
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
、
勝
沼
町
と
祝
村
、
東
雲
村
、

菱
山
村
、
そ
れ
に
初
鹿
野
村
（
大
和
村
）
の一

部
の
深
沢
地
区
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
新
制

勝
沼
町
の
町
制
施
行
記
念
行
事
と
し
て
、
こ
の

年
を
第
１
回
と
す
る
勝
沼
町
制
祭
「
ぶ
ど
う
ま

つ
り
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
１
年
の
ぶ
ど
う
の

収
穫
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
様
々
な
催
し
が

加
わ
り
、
現
在
の
祭
り
の
形
へ
と
な
って
い
ま
す
。

盆
の
送
り
火

　
　
　

夜
空
に
輝
く
鳥
居
焼
き

　

ぶ
ど
う
ま
つ
り
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
イ

ベン
ト
が
、鳥
居
焼
き
で
す
。
柏
尾
山
の
中
腹
に
、

幅
約
50
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
70
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

な
鳥
居
焼
き
が
夜
空
に
輝
き
浮
か
び
上
が
り
ま

す
。

　

鳥
居
焼
き
の
原
点
は
江
戸
時
代
柏
尾
山
大

善
寺
の
盆
送
り
火
と
し
て
７
月
15
日
の
晩
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
に
な
る
と
仏
教
の
排
斥
運
動

の
流
れ
や
明
治
の
大
水
害
な
ど
に
よ
り
取
り
止

め
と
な
って
し
ま
い
ま
す
。

　

昭
和
９
年
に
葡
萄
祭
と
し
て
復
活
し
、
昭
和

29
年
の
勝
沼
町
誕
生
以
降
は
町
制
記
念
事
業

と
し
て
、
勝
沼
町
あ
げ
て
の
祭
り
と
し
て
継
続

し
、
鳥
居
焼
き
の
火
と
共
に
、
ぶ
ど
う
の
実
り

に
感
謝
す
る
祭
り
と
し
て
合
併
に
よ
り
甲
州
市

と
な
っ
た
今
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
こ
ろ

　

過
去
最
高
10
万
人
が
、
ぶ
ど
う
収
穫
の
豊
作

を
喜
び
合
っ
た
第
63
回
甲
州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う

ま
つ
り
。

　

特
産
の
ぶ
ど
う
や
ワ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
、
子
ど
も
神
輿
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
多
彩
な
催
し
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
が
、
ま
つ
り
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
姿
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
収
穫
の

豊
作
、
先
人
た
ち
への
「
あ
り
が
と
う
。」
と
い

う
愛
情
と
感
謝
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
と
発
展
を
支
え
続
け
て
き
た

「
ぶ
ど
う
」。
今
で
は
、
桃
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど

産
物
も
増
え
、
甲
州
市
は
山
梨
県
を
代
表
す
る

フ
ル
ー
ツ
王
国
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
果
実
に
あ
る
芽
吹
き
、
伸
長
、

そ
し
て
収
穫
。
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
「
実

り
の
心
」
は
、
ぶ
ど
う
ま
つ
り
の
歴
史
と
と
も

に
私
た
ち
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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国保いきいきライフ通信

知っていますか？糖尿病

健診を受けて糖尿病予防！

健診で必ず確認してください
□ 空腹時血糖値が１００ｍｇ／ｄｌ以下ですか？
□ ＨｂＡ１ｃが５．６％以下ですか？
　上記以上の数値の場合は糖尿病になりかかっている可能性があります。
　一度、医師に相談してみてください。

　糖尿病は初期段階の自覚症状がなく、血液検査でしか把握することができません。だからこそ若い頃から健康
診断を受け、自分の健康を管理していくことが大切です。甲州市では、特定健診の結果「糖尿病の疑い」がある
値の方には「ヘルスアップ教室」、また生活習慣病の発症原因である内臓脂肪型肥満がある方には「お腹まわりスッ
キリ教室」を実施し、皆さんの健康づくりを支援しています。対象となる方は、ぜひ参加ください。

甲州市国保では、透析（とうせき）治療
を受けている方の９割が生活習慣病を原
因とするものであり、そのうち８割が糖
尿病から重症化したものです。

１１月１４日は世界糖尿病デーです。糖尿病のもたらす健康への影響は世界的にも脅威とされ、世界
規模で予防を呼びかけるため、国連で１１月１４日を「世界糖尿病デー」と定めています。

かくれ糖尿病をみつけよう！
（ヘルスアップ教室）

　今年受けた健康診断の結果、かくれ糖尿病が気にな
る方を対象に、７５ｇ糖負荷試験を実施しています。
ご希望の方は、国保年金課までお問い合わせください。
※費用はかかりません
■対象者（次のＡ～Ｃのすべてに該当する方）
　Ａ　甲州市民であり、４０～６４歳の方
　Ｂ　血圧・脂質・血糖の治療をしていない方
　Ｃ　空腹時血糖が１００～１２５ｍｇ／ｄｌかつ
　　　ＨｂＡ１ｃが５．６～６．４％の範囲にある方
■検査日　１２月１１日（日）　
　　　　　平成２９年　１月２２日（日）
■締切日　１１月２２日（火）
※検査の結果、かくれ糖尿病が見つかった方は、改善プログラム「ヘ

ルスアップ教室」をご利用いただけます。( 一部自己負担あり )

お腹まわりが気になってきたあなたへお腹
のＣＴ検査で内臓脂肪を見てみませんか？
定　員　先着２０名
対　象　６４歳までの甲州市民の方
■ＣＴ検査実施日　１２月２０日（火）
　　　　　　　　　午後１時３０分～
■場　　　　　所　甲州市民文化会館　１階　音楽室
■自 己 負 担 金　ＣＴ検査料
　　　　　　　　　甲州市国保加入者は１, ０００円
　　　　　　　　　国保以外の方は　　３, ２４０円
■締　　切　　日　１２月１６日（金）
■ＣＴ検査の結果で、メタボ改善

をご希望の方にはメタボ改善プ
ログラム「お腹まわりスッキリ
教室」をご利用いただけます。

お腹の
脂肪が

見えます！

糖
代
謝

血糖

HbA1c

　生活習慣病でもある「糖尿病」は日頃の生活習
慣の積み重ねによって引き起こされる病気で、誰
もが発症する可能性があります。しかし、「糖尿病」
は日常生活の心がけで予防や改善ができる病気で
もあります。まずは、健診を受けて自分の健康を
管理していくことが大切です。

平成２８年８月の医療費
医療費全体	 ２億６，７０９万円	（前年同月比 ＋６４０万円）
１人当たり医療費	 ２６，４１３円	（前月同月比 ＋１,４８３円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６
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自分の手を使うと自分に
あった食事の量がわかる！
―塩山式手ばかり―

　健康のためには、バランスの良い食事を…と
言われていますが、バランスの良い食事とは、
いったいどのような食事でしょうか？
　そのようなときに目安になるのが、「塩山式
手ばかり」です。塩山式手ばかりとは、１回の
食事に何をどれだけ食べればよいか、自分の手
を使って、食事のバランスと自分の体格にあっ
た「食事の目安量」について示すものです。
　塩山式手ばかりでは、食品に含まれる栄養素
の働き別に、「黄・緑・赤の３色」に区別して

います。１回の食事に、３色を揃えることで、
バランスの良い食事につながります。それでは、
１回の食事に何をどれだけ食べたらよいか、紹
介します。

　どれぐらい食べたら良いかわからないとき
は、甲州市ホームページ「塩山式手ばかり」を
参考にしてみてください。
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

皆さんは『いきいき健幸教室』を知っていますか。
　いつまでも自分の身の回りのことができる介護予防のために、座って出来
る体操や筋力アップの運動、さらに認知症予防に効果のある運動も取り入れ、
毎回、楽しく開催しています。
　元気に毎日が過ごせるよう、多くの皆さんの参加をお待ちしています。
☆毎月１回１４会場で開催しています。
☆甲州市在住の６５歳以上の方なら、どなたでも参加可能です。
☆会場までの送迎があります。（一部送迎がない会場もあります。お問合せの

うえ、ご確認ください）。
　いきいき健幸教室の日程・会場については、広報の情報カレンダーをご覧
ください。

高齢者の

助っ人 みんなで動いて、笑って、楽しく体操するじゃんけ!

黄：働く力や体力となる
・ごはん、パン、麺など
◎ごはん・麺は両手にのる量

赤：体を作る働き
・魚、肉、卵、豆腐など〈お肉の場合〉
◎薄切り肉は片手に２～４枚
◎厚切り肉は手のひらの大きさ

緑：体の調子を整える働き
・野菜、果物など
◎ゆでたり、煮たり、炒めたりした野菜は６歳

までは両手、７歳からは片手に軽く山盛り

◎果物は１日１回片手にのる量

家庭でできる運動を紹介！
□ＣＡＴＶの家庭でできる筋力ＵＰ体操
　（デジタルリモコン１１１チャンネル）
＜放映時間＞
塩山・大和：午前９時～／午後４時３０分
勝沼：午前６時３０分～／午後１時３０分～
　／午後４時３０分～／午後１１時３０分～

「腰や膝の曲げ伸ばしが楽になったの」「姿勢が良くなったって言われたわ」

◆お問い合わせ先
　介護支援課
　介護予防担当
　☎３４ ‐ ５４３４

「毎月、みんなに会えることが楽しみ」
運動の最後はみんなでワッハッハ！

教室や参加者の声
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2016 健康ウオーク IN甲州
■コース
①花と寺町コース 約 5.2km
②「恋人の聖地」勝沼ぶどうの丘コース 約 6km
③国宝と近代産業遺産コース 約 7.1km
■参加費　200 円　（保険代）　小学生未満は無料
■サービスコーナー　豚汁・甲州ぶどう
■定　員　2,000 名（先着）
■申込締切　11 月 18 日（金）　はがき必着
■申込方法　はがき・電話・FAX・メールいずれかで①希望コース、②住所、③氏名、
　④年齢、⑤電話、⑥参加人数、⑦車の台数を記載して、お申し込みください。
◆申し込み・お問い合わせ先
　生涯学習課　スポーツ振興担当　〒 404-0045 甲州市塩山上塩後 240 番地
　☎ 32-5098　FAX32-3391　メール s-gakushu@city.koshu.lg.jp

11月27日（日） スタート 午前 9 時
場　所　勝沼中央公園広場
受　付　午前 7 時 30 分／開会式　午前 8 時 30 分

チャレンジプラス 1,000 歩　START
　11 月 1 日（火）〜 7 日（月）までは普段の平均歩数を
測定します。11 月 8 日（火）〜 12 月 5 日（月）の 4 週間は、
普段より平均 1,000 歩多く歩くようにチャレンジします。
　歩数記録表に毎日の歩数を記入し、提出してください。
■提出期限　12 月 6 日（火）〜平成 29 年 1 月 6 日（金）
■提出先
　市役所本庁舎　健康増進課 / 勝沼支所 / 大和支所
※歩数計を借りた方は、返却をお願いします。　
※歩数記録表を提出した方全員に参加賞を差し上げます。
◆申し込み・お問い合わせ先
　健康増進課　健康企画・医療担当　☎ 32-5014

第 10 回上条集落見学会（登山）　荒天時は中止
　「重伝建地区・上条」の集落を一望できる地点への登山
です。
■日　時　11 月 27 日（日）　午前 8 時 30 分〜午後 1 時
■場　所　福蔵院　駐車場　（集合）
■参加費　無料（保険代を当日徴収）
■締切日　11 月 21 日（月）
※昼食をご持参ください
※登山できる服装でご参加ください
◆申し込み・お問い合わせ先
　文化財課　☎ 32-5076　FAX32-5172　

栖雲寺宝物風入れ展と竜門峡の紅葉狩
　寺宝の特別な公開にあわせて、秋の竜門峡を歩きます。
■日　時　11 月 12 日（土）　午前 9 時〜午後 3 時
■場　所　市役所　大和支所　（集合）
■参加費　大人　500 円 / 学生　300 円　
■締切日　11 月 11 日（金）
※昼食をご持参ください
◆申し込み・お問い合わせ先
　文化財課　☎ 32-5076　FAX32-5172

第 6 回歴史的風致散策
■日　時　11 月 20 日（日）　午前 8 時 30 分〜午後 4 時
■場　所　市役所本庁舎　東駐車場
■コース　向嶽寺庭園、恵林寺、放光寺など塩山松里地区
■締切日　11 月 15 日（火）
※昼食をご持参ください
◆申し込み・お問い合わせ先
　文化財課　☎ 32-5076　FAX32-5172　

子安祭り「お子安さん」の立正寺から「這こう児」
の熊野神社などを歩くフットパス
■日　時　11 月 23 日（水）　午前 9 時 30 分〜　受付
■場　所　立正寺　駐車場　（甲州市勝沼町休息 1713）
■参加費　700 円
■定　員　30 名（当日参加も可能）
■主　催　NPO 法人甲州市観光ボランティアガイドの会
◆申し込み・お問い合わせ先
　☎ 090-8891-3915

ころ柿作り体験と塩山温泉郷周辺の歴史散歩
■日　時　11 月 5 日（土）　午前 8 時 30 分〜　受付
■場　所　市役所本庁舎　東駐車場
■参加費　1,500 円　（当日参加も可能）
■定　員　30 名
■主　催　NPO 法人甲州市観光ボランティアガイドの会
◆申し込み・お問い合わせ先
　☎ 090-8891-3915

甲州市玉宮竹森コース 2016 フットパス in 玉宮
■日　時　11 月 20 日（日）　9 時〜
■場　所　玉宮小学校となり
　　　　　（学校付近でスタッフが誘導します）
■参加費　1,500 円　
■定　員　20 名
■主　催　玉宮フットパスの会
◆申し込み・お問い合わせ先
　つなぐイベント係　☎ 080-1223-8302

勝沼フットパスの会　2016 ウェルカムツアー
■日　時　11 月 13 日（日）　午前 9 時〜
■場　所　「若尾果樹園」（マルサン葡萄酒）
■コース　勝沼町小佐手小路周辺
■参加費　1,000 円（昼食、保険料）
■定　員　80 人
◆申し込み・お問い合わせ先
　まち案内 & カフェ　つぐら舎　☎ 39-8915
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第 7 回
甲州フルーツマラソン大会

　１０月１６日、第７回甲州フルーツマラソン大会
が勝沼中央公園広場をメイン会場に行われました。
秋晴れのもと、全国各地から約５０００名のラン
ナーが、４コースに分かれ、健脚を競い合いました。
　ゴール後には、甲州ぶどうやワインなどの無料
サービスなどのおもてなし、お楽しみ抽選会など、
ランナーだけでなく、応援に訪れた皆さんも秋めく
甲州市を満喫していました。

「リサイクル　ゴミを資源に　する魔法」
　〈小学生の部　優秀賞〉　井尻小　６年　服部　朔也さん

「考えよう　使える資源を　生かす知恵」
　〈小学生の部　入選〉　神金小　６年　廣川　彩乃さん

朗読と箏
尺八が奏でる優美な世界

　１０月４日、近代産業遺産「宮光園」の白蔵で、
第１５回目を迎える朗読と箏・尺八が奏でる優美な
世界を開催しました。
　甲州市塩山文化協会山田流箏曲部と尺八奏者の岩
間龍山さんが奏でる音色と、清水章子さんの情感迫
る語りに、参加者は優美な世界を感じながら、秋の
夜のひと時を楽しみました。

資源循環をＰＲ
新ごみ収集車を披露

　９月２８日、新しいごみ収集車のお披露目を甲州
市役所本庁舎前で行いました。この収集車は、新ご
み処理場の試運転に伴い準備を進めているもので、
車の側面には、山梨県が昨年度募集した「ゴミ散乱
防止と３Ｒを進めるための標語コンテスト」で受賞
した、市内小学生２名の作品を表示しています。新
たに９台のごみ収集車を用意し、市内を循環してい
ます。
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料
は
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
期
間

　
平
成
29
年
３
月
15
日
（
水
）
ま
で

■
受
付
時
間

○
平
日　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
（
第
２
土
曜
日

を
除
く
）、
12
月
29
日
（
木
）
～
１
月
３
日

（
火
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か

ら
は
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
携
帯
電
話
等
か
ら
は
通
常

の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

　
（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な

る
場
合
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び
地

方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

■
控
除
対
象

　
今
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額

※
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。

※
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
配
偶

者
や
家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
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料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の

と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
28
年
分　
年
末
調
整
等
説
明
会

【
申
込
不
要
】

■
日　
時　
11
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
年
末
調
整
の
方
法
、
源
泉
所
得
税
関
係
に

つ
い
て

　
山
梨
税
務
署　
法
人
課
税
第
１
部
門

　
源
泉
所
得
税
担
当

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
62
）

◎
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

　
山
梨
税
務
署　
管
理
運
営
部
門

　
資
料
情
報
担
当

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
28
）

◎
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
、
住
民

税
に
つ
い
て

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
９

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

決
算
説
明
会

■
説
明
事
項

①
確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

②
帳
簿
の
締
め
切
り
方
お
よ
び
家
事
費
・
家

事
関
連
費
と
必
要
経
費
の
区
分
の
仕
方
等

③
収
支
内
訳
書
ま
た
は
青
色
決
算
書
の
書
き

方
④
消
費
税
等
の
決
算
・
申
告
等

⑤
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
及
び
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の

概
要

⑥
そ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

～
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
重
要
で
す
～

　
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
す

べ
て
の
方
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳

と
帳
簿
等
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

の
必
要
の
な
い
方
も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
税
の
納
付
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
届
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
の

振
替
に
よ
り
、
簡
単
な
ク
リ
ッ
ク
操
作
で
即

時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し
て
納
付
で
き
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

申
告
書
や
申
請
書
等
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
申

告
手
続
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

　

m
ynum

berinfo/index.htm

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
税
務
署

　
☎
22
‐
１
４
１
１

平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
、
新

た
に
太
陽
光
発
電
設
備（
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
）
を
設
置
さ
れ
た
方
へ

　
平
成
28
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
29
年
１
月

１
日
ま
で
に
太
陽
光
発
電
設
備
（
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
）
を
設
置
さ
れ
た
場
合
、
設
置
状
況
・

規
模
に
応
じ
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
「
償
却

資
産
」
と
し
て
、
新
た
に
課
税
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
が
「
償
却
資
産
」
と
し

て
課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
は
償
却
資
産
申

告
書
に
て
、
償
却
資
産
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
１
～
１
８
３
）

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
予
定
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
内
の
土
地
の
上
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
た
場
合
、
設
置
状
況
・
規
模
に
応

じ
て
土
地
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
自
体
に
関
し
て

も
「
償
却
資
産
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
概
算
で
設
置
後
の
税
額
を
お
示
し
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
次
の
書
類
を
ご
用
意

の
う
え
、
税
務
課
資
産
税
担
当
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
税
額
の
試
算
が
で
き
る
方

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
予
定
の
土
地
の

所
有
者
、
当
該
土
地
の
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
、
そ
の
同
居
家
族
及
び
納
税
管

理
人
並
び
に
委
任
状
の
あ
る
代
理
の
方

■
用
意
す
る
も
の

・
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

・
代
理
人
の
方
は
「
委
任
状
」

・
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
予
定
の
土
地
の

地
番
、
取
得
予
定
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

価
格
、
耐
用
年
数
、
発
電
能
力
が
把
握
で

き
る
書
類

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

■日時・場所
１２月２日（金）　午前１０時～正午
対象者　「事業所得」を有する方
場　所　甲州市役所　本庁舎　２階　第１会議室
１２月６日（火）　午前１０時～正午
対象者　「事業所得」を有する方
場　所　笛吹市役所　本館（笛吹市石和町市部７７７）
１２月７日（水）
★午前１０時～正午　　対象者　「農業所得」を有する方
★午後１時３０分～３時３０分
　　　　　　　　　　　対象者　「事業所得」を有する方
場　所　山梨市役所　西館（山梨市小原西８４３）
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総
合
健
診
の
ご
案
内
（
要
予
約
）

■
対　
象　
20
歳
以
上
の
市
民
の
方

■
内　
容

・
胃
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

・
肺
が
ん
結
核
検
診

　
（
65
歳
以
上
は
無
料
）　　
　
　
　

１
０
０
円

・
喀
痰
検
診
（
か
く
た
ん
）　　
　
４
０
０
円

・
腹
部
超
音
波
検
診　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

・
骨
粗
鬆
症
検
診
（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
11
月
７
日
（
月
）、９
日
（
水
）、11
日
（
金
）

の
み
実
施

※
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）時
点
の
年
齢
が
、

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
（
骨

粗
鬆
症
治
療
者
は
除
く
）。

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診　
無
料

※
今
年
度
中
40
歳
に
な
る
方

※
41
～
74
歳
の
方
で
受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方

■
基
本
健
診・特
定
健
診
（
問
診
、身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
医
師

の
診
察
）

・
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
と
75

歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

・
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険

で
20
～
39
歳
の
方
の
受
診
料
は
、
１
，
０

０
０
円
で
す
。

・
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
。

被
扶
養
者
で
40
～
74
歳
の
方
は
、
医
療
保

険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
特
定
健
診
受
診

券
」
と
「
医
療
保
険
証
」
が
必
要
で
す
。

■
日
程
・
場
所

　
11
月
４
日
（
金
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
５
日
（
土
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
７
日
（
月
）
勝
沼
市
民
会
館

　
　
　
９
日
（
水
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
11
日
（
金
）
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分

※
前
日
の
夕
食
は
午
後
９
時
ま
で
に
と
り
、

当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
受
診
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
健
診
日
時
の
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

☎
32
‐
５
０
１
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

　
戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
に
、

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対　
象

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内
の

親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
請
求
窓
口

・
福
祉
課　
　
地
域
福
祉
担
当

・
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

・
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

・
山
梨
県　
国
保
援
護
課　
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
が

全
国
で
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

■
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と
は

　
県
で
は
子
育
て
家
庭
を
地
域
で
応
援
す
る

「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
18
歳
未
満
の
子
ど
も
、

妊
婦
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
、
全
国
各
地

の
協
賛
店
で
様
々
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
、

と
っ
て
も
お
得
な
カ
ー
ド
で
す
。

■
交
付
先　
子
育
て
支
援
課

■
注
意
事
項

　
交
付
を
受
け
る
に
は
、
健
康
保
険
証
や
母
子

手
帳
な
ど
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
ま
た
は
妊

婦
が
い
る
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
６

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
７
５

　
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
8.cao.go.jp/shoushi/

shoushika/passport.htm
l

や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

協
賛
店
舗　
募
集

■
協
賛
店
舗
メ
リ
ッ
ト

①
県
か
ら
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
公

式
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
無
料
配
布

②
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
を
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
。

③
簡
単
検
索
機
能
で
お
店
が
見
つ
け
や
す
く

な
り
、
誘
客
へ
つ
な
が
る
。

◆
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
や
ま
な
し
子
育
て

応
援
！
」
と
検
索
し
、
や
ま
な
し
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
ペ
ー
ジ
内
「
事
業
者
の
方
へ
」

よ
り
、
登
録
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
山
梨
県
子
育
て
支
援

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
６

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
７
５

　
や
ま
な
し
子
育
て
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.yam

anashi-kosodate.
net/ouencard/m

oshikom
i.htm

l
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｢
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク｣

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り
指
導

者
を
紹
介
し
、
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る

｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク｣

を

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対　
象

　
市
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
者
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
（
原
則
５
名
以
上
）

■
利
用
方
法

①
指
導
者
は
、｢

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

ク｣

に
登
録
し
ま
す
。

②
利
用
者
（
学
習
を
始
め
た
い
方
）
に
、
カ

ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
の
中
か
ら
希
望

に
合
っ
た
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
登
録
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
備
え
付

け
の｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ

ン
ク
名
簿｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

③
利
用
者
と
指
導
者
で
話
し
合
い
、
条
件
が

合
え
ば
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
注
意
点

○
利
用
者
と
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

に
登
録
し
た
指
導
者
の
自
主
的
な
活
動
に

な
り
ま
す
。

○
指
導
者
の
派
遣
に
か
か
る
経
費
等
は
、
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
と
指
導
者
の
双
方
で
協
議

の
う
え
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
導
者
の
登
録
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
甲
州
市
民
文

化
会
館
等
の
公
共
施
設
に
備
え
付
け
の「
甲

州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登
録

申
請
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
涯

学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
、
18
歳
以
上
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ

ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

飼
い
犬
の
首
輪
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
飼
い
犬
の
首
輪
が
緩
ん
で
い
な
い
か
、
鎖
・

綱
等
も
こ
ま
め
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
犬
が
居
な
く
な
っ
た
ら

　

飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
、

環
境
政
策
課
ま
た
は
勝
沼
・
大
和
の
各
支

所
へ
逸
走
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
た
時
点
で
、
そ
の

猫
に
対
し
て
責
任
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の

猫
に
対
し
て
責
任
を
負
え
な
い
場
合
は
、

え
さ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
３
・
２
４
４
）

甲
州
市
景
観
審
議
会　
委
員
募
集

■
対　
象

・
市
内
在
住
で
、
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

で
20
歳
以
上
の
方

・
甲
州
市
の
景
観
づ
く
り
、
景
観
計
画
に
理

解
と
関
心
が
あ
り
、
公
平
的
な
審
議
が
で

き
る
方

・
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
常

勤
の
公
務
員
を
除
く
）

■
募
集
数　
１
名
程
度

■
任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

　
　
　
　
　
（
年
２
～
４
回
程
度
開
催
予
定
）

■
応
募
方
法　

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
甲
州
市

の
良
好
な
景
観
に
関
す
る
私
の
意
見
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
（
様
式
自
由
８
０
０

字
程
度
）
を
添
付
の
う
え
、
郵
送
、
ま
た

は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　
11
月
28
日
（
月
）

■
選　
考　

　

提
出
い
た
だ
い
た
作
文
を
基
に
選
考
し
、

郵
送
に
よ
り
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
な
お
、

結
果
は
広
報
紙
面
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
都
市
整
備
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

補
助
員
募
集

■
職　
種　
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
補
助
員

■
募
集
用
件

　
子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
お
お
む
ね
60
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

■
勤
務
場
所　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

■
内　
容

　

指
導
員
に
欠
員
が
出
た
場
合
の
勤
務
で
、

週
１
日
～
３
日
程
度
働
け
る
方

■
勤
務
時
間

◎
平
日　
正
午
～
午
後
７
時
（
う
ち
６
時
間
）

◎
土
曜
日
・
長
期
休
暇
時
な
ど

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
（
う
ち
８
時
間
）

※
勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
休
暇
等

　
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

■
締
切
日　
11
月
18
日
（
金
）

■
そ
の
他

　
給
与
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看
護
師
募
集

■
募
集
数　
２
～
３
名

■
賃　
金　
時
給
１
５
０
０
円
以
上

■
必
要
書
類

　
履
歴
書
（
看
護
師
免
許
写
添
付
）

■
勤
務
時
間　
要
相
談

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
20
‐
６
０
１
１

峡
東
地
域
看
護
職
就
職
説
明
会

■
日　
時

　
11
月
30
日
（
水
）

　
受
付　
午
前
10
時
～
正
午

　
終
了　
午
後
１
時

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎
（
峡
東
保
健
所
）

　
１
０
１
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所　
健
康
支
援
課

　
☎
20
‐
２
７
５
３



暮
ら
し
の
情
報

平成 28 年 11 月 20

コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
（
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
）
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か

■
日　
時　
11
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
50
分
間
単
位
）

■
場　
所　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

　
　
　
　
　
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　
小
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏
が
で
き
る
方

　
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
）

■
締
切
日　
11
月
12
日
（
土
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
☎
48
‐
２
９
２
１

平
成
29
年

甲
州
市
成
人
式
に
つ
い
て

■
開
催
日　
平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

◎
「
成
人
に
向
け
て
の
一
言
」
募
集
中

　
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　
11
月
30
日
（
水
）

※
50
～
１
０
０
字
程
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
氏

名
・
受
付
番
号
（
案
内
状
に
記
載
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
に
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
案
内
状
を
送

付
し
ま
し
た
。
甲
州
市
成
人
式
に
参
加
予

定
で
、
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

　
oks-seijin2017@

city.koshu.
yam

anashi.jp

こ
ろ
柿
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
【
無
料
】

■
日　
時　
11
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～　
※
少
雨
決
行　

■
場　
所　
甘
草
屋
敷

■
定　
員　
20
名

■
参
加
費　
無
料
（
昼
食
、
市
内
公
共
温
泉

　
　
　
　
　
入
浴
券
付
）

■
持
ち
物

　
皮
む
き
器
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

■
申
込
方
法

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　
11
月
７
日
（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
観
光
交
流
課　
企
画
・
宣
伝
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
１　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
okankou@

city.koshu.lg.jp

わ
ん
ぱ
く
親
子
塾

ぶ
ど
う
を
使
っ
た
簡
単
ラ
ン
チ

■
日　
時　
11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場　
所　
勝
沼
市
民
会
館　
調
理
室

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
カ
チ

■
対　
象　
小
学
校
１
～
３
年
生

　
　
　
　
　
親
子
20
組

■
参
加
費　
１
人　
３
０
０
円

■
締
切
日　
11
月
４
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
勝
沼
中
央
公
民
館
担
当

　
☎
44
‐
２
１
０
０

市
民
農
園
（
一
葉
や
さ
い
文
学
園
）

利
用
者
募
集

　
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
使
用
料

・
区
画
面
積
32
㎡
：
３
，
８
８
０
円
／
年
額

・
区
画
面
積
40
㎡
：
５
，
１
８
０
円
／
年
額

※
使
用
料
は
月
割
計
算
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
込
書
を
産
業
振
興
課　
農
地
担
当
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
区
画
の
空
き
状
況
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
１
世
帯
１
区
画
の
使
用
と
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間　
青
少
年
育
成
推
進
甲
州
市
民
集
会

■
日　
時　
11
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

■
内　
容

〇
「
家
庭
の
日
」「
青
少
年
を
育
む
日
」
の
ポ

ス
タ
ー
・
作
文
・
標
語
の
優
秀
作
品
の
表
彰

〇
小
学
生
・
中
学
生
の
優
秀
作
文
の
代
表
者

の
発
表　

〇
講
演
会

　
演
題
「
健
や
か
な
育
み
を
も
と
め
て
」

　
講
師　
山
梨
大
学
教
育
学
部　

　
　
　
　
学
部
長　
中
村
和
彦 
氏

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

学
校
給
食
試
食
会

■
日　
時　
12
月
19
日
（
月
）
正
午
～

■
締
切
日　
11
月
30
日
（
水
）

■
対
象
者　
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は

　
　
　
　
　
在
勤
の
方

■
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
（
代
表
者
名
）、

希
望
人
数
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
選
し
た
方
の
み
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
食　
数　
30
食

■
単　
価　
１
食
３
１
０
円
（
中
学
生
単
価
）

■
そ
の
他　
変
更
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ま

で
と
し
、
そ
の
後
の
変
更
は
出
来
ま
せ
ん
。

（
代
理
等
の
参
加
ま
た
は
納
付
書
に
よ
っ
て

１
食
分
を
請
求
し
ま
す
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
６

　
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１

　
☎
33
‐
４
４
０
３　
ＦＡＸ
33
‐
５
６
７
３

～
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
を
見
せ

ち
ゃ
お
う
！
～　
参
加
者
募
集

　
男
子
（
お
と
こ
し
）
が
つ
く
る
『
炊
飯
器

で
つ
く
る
簡
単
チ
ャ
ー
ハ
ン
＆
水
餃
子
』

■
日　
時

　
12
月
10
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階　
調
理
室
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■
対　
象

　
一
般
男
性
25
名
（
親
子
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
孫
の
参
加
も
可
）

■
参
加
費　
１
人　
５
０
０
円

■
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

第
36
回
武
田
陣
中
ほ
う
と
う
祭
り

■
日　
時

　
11
月
６
日
（
日
）　

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
場　
所　
日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　

①
ほ
う
と
う
食
べ
放
題
（
５
０
０
円
）

※
ほ
う
と
う
は
無
く
な
り
次
第
終
了
。

②
出
店
、
特
産
品
販
売
等

③
甲
斐
大
和
天
目
山
勝
頼
公
太
鼓
の
演
奏

④
親
子
マ
ス
釣
り
体
験
（
５
０
０
円
）

⑤
ほ
う
と
う
祭
り
フ
ッ
ト
パ
ス
（
Ｊ
Ｒ
甲
斐

大
和
駅
～
会
場
）
※
要
予
約

※
当
日
は
、
無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま

す
。（
甲
斐
大
和
駅
前
広
場

⇔
日
川
渓
谷
レ

ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

⇔

天
目
山
温
泉
）
※
一

部
「
道
の
駅
甲
斐
大
和
」
経
由
あ
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

第
18
回
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し

天
体
観
望
会

　
美
し
い
夜
空
を
取
り
戻
す
た
め
の
活
動「
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
」。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

天
体
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
９
時

■
場　
所　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
展
望
デ
ッ
キ

■
講　
師

　
元
山
梨
県
立
科
学
館
・
天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
田　
一
英 

氏

※
天
候
不
良
の
場
合
、
観
望
会
は
中
止
い
た

し
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
、
中
止
の
看
板

を
会
場
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
11
月
５
日（
土
）の
午
後
８
時
～
９
時
の
間
、

美
し
い
星
空
の
鑑
賞
活
動
と
し
て
消
灯
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

第
11
回
ま
ほ
ろ
ば

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

■
日　
時　
12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時　
開
演

■
場　
所　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　

　
　
　
　
　
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

■
演　
奏

○
第
１
部　
安
達　
真
理 

氏
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）

　
　
　
　
　
横
山　
知
佳 

氏
（
ピ
ア
ノ
）

○
第
２
部　
Ｎ
Ｙ
Ｔ（
ギ
タ
ー
と
バ
イ
オ
リ
ン
）

■
チ
ケ
ッ
ト
代

　
１
席　
２
，
０
０
０
円
（
定
員
１
６
５
席
）

※
ワ
イ
ン･

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
☎
48
‐
２
９
２
１

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
開
催

■
日　
時　
12
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
（
試
合
開
始
）

■
場　
所　
塩
山
体
育
館

■
対
戦
先　
日
立
ハ
イ
テ
ク
ク
ー
ガ
ー
ズ

■
そ
の
他

※
観
戦
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー

ズ
事
務
局
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
事
務
局

　
☎
０
５
５
１
‐
４
５
‐
９
９
０
４

第
11
回
甲
州
市　
市
民
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　
10
月
４
日
、
塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第

11
回
甲
州
市
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
勝　
楠　
明
治
／
準
優
勝　
小
島
波
夫

　
３
位　
平
山
公
計

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

第
11
回
甲
州
市　
家
庭
婦
人
親
睦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　
９
月
19
日
、
塩
山
体
育
館
で
、
第
11
回
甲
州

市
家
庭
婦
人
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
市
内

20
チ
ー
ム
２
０
０
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
Ａ
パ
ー
ト　
優
勝　
粟
生
野
／
準
優
勝　
東

雲
／
３
位　
上
井
尻

●
Ｂ
パ
ー
ト　
優
勝　
下
於
曽
東
／
準
優
勝　

三
日
市
場
下
／
３
位　
小
屋
敷

●
Ｃ
パ
ー
ト　
優
勝　
小
田
原
／
準
優
勝　
熊

野
／
３
位　
三
日
市
場
上
バ
イ
オ
レ
ッ
ト

●
Ｄ
パ
ー
ト　
優
勝　
上
塩
後
／
準
優
勝　
藤

木
／
３
位　
萩
原

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

平
成
28
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

■
募
集
種
目
・
受
付
期
間

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
原
則
、
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
防
衛
大
学
校
学
生

　
（
一
般
後
期　
男
子
・
女
子
）

　
平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）
～
27
日
（
金
）

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
推
薦
・
一
般　
男
子
）

・
推
薦
：
11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
12
月
２
日
（
金
）

・
一
般
：
11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

◎
貸
費
学
生

　
（
技
術
）

　
11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

■
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
甲
府
募
集
案

内
所
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部　
甲
府
募
集

　
案
内
所
（
甲
府
市
酒
折
２
‐
２
‐
７
）

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
６
４
２
７
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　♪主なプログラム♪
◎親子遊び
　内藤久美子さんによる特別イベント
◎おもちゃ交換会
　使わなくなったおもちゃ・絵本・ＤＶＤなど

の交換会。
※おもちゃを持参してくれた方優先です。
◎前髪カットコーナー
　美容師さんがお子さんの前髪をカットしてく

れます。
◎歯科検診＆フッ素塗布
　無料で歯のチェックやフッ素の塗布ができま

す。
◎ママの健康コーナー
　ママたちの健康チェックができます。
◎はらぺこ食育広場
　手ばかりごはん＆カレーの無料サービス。
※ふた付の容器やお弁当箱など食器の持参をお願い

します。

◎防災安全コーナー
　消防車・パトカーの試乗や自衛官の服装をして記

念撮影ができます。
◎警察・消防劇
　警察官と消防士が、着ぐるみで安全について楽し

い劇を行います。（正午～１２時３０分）
◎助産師さんとベビーマッサージ
　（各回定員１０組程度、先着予約順）
※バスタオルをお持ちください。
①午前１０時５０分～１１時２０分
②午前１１時３０分～正午
◎相談・発育測定コーナー
　子育ての悩み相談や身長・体重測定ができます。
◆お問い合わせ先
　子育て支援課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

みんな集まれ！　第１１回甲州こどもフェスタ
１１月１０日（木）　午前９時５０時～午後２時／場所　塩山ふれあい館

児
童
セ
ン
タ
ー・イ
ベ
ン
ト【
無
料
】

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

～
リ
ズ
ム
あ
そ
び
～

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
親
子
で
楽

し
も
う

■
日　
時　
11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く

り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
11
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
１
歳
以
下
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

～
工
作
あ
そ
び
～

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
で
モ
ノ
レ
ー

ル
を
作
ろ
う

■
日　
時　
11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
・
タ
オ
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

こ
す
も
す
か
ん
ま
つ
り

■
日　
時　
11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場　
所　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

■
内　
容

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
ご
家
族
、
お
友
達
と
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す
も
す
館

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
）
☎
33
‐
２
４
８
７

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◎
開
館
記
念
日
イ
ベ
ン
ト　
入
館
無
料

■
日　
時　
11
月
３
日
（
木
・
祝
）

■
内　
容

・
薄
茶
席
ふ
る
ま
い　
午
前
10
時
～

・
収
蔵
庫
特
別
公
開　
午
前
10
時
～

◎
し
ゃ
か
ど
う
縄
文
ま
つ
り
２
０
１
６

■
日　
時　
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
内　
容　
縄
文
ス
ー
プ
の
無
料
配
布
、
火
お

　
　
　
　
　
こ
し
・
狩
猟
・
石
器
体
験
な
ど

◎
県
民
の
日
無
料
開
放

　
11
月
20
日
（
日
）
は
県
民
の
日
の
た
め
入

館
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３
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◆悪質な滞納は絶対に許しません！
　税負担の公平性を確保するため、やむを得

ず法律に基づき強制的に給与・不動産・預
貯金・自動車・生命保険等の財産の差押え
を執行し、その財産をインターネット公売
などにより換価し、滞納税額に充てており
ます。

　また、場合によっては職員が滞納者の自宅
等を法律に基づき強制的に捜索し、発見し
た財産を差押え、搬出することも行ってお
ります。

◆毎月延滞金納付書を送付しています。
　市では、法令に基づく市税の延滞金につき

ましても税負担の公平性の観点から適正な
徴収を図っています。延滞金は、滞納され
ていた本税が納付されますと納付額が決定
し確定延滞金となります。この確定延滞金
の納付書を送付し、請求を行っています。

◆延滞金とは？
　納期限までに税金が完納されない場合に

は、納期限の翌日から納付の日までの日数
に応じ、甲州市条例に定められた割合を乗
じて計算した延滞金が発生します。

〇納期限の翌日から１ヶ月を経過する日まで
　　　　　　　　　　　　→　年　２．８％
〇１ヶ月を経過した日以降
　　　　　　　　　　　　→　年　９．１％
※支払い忘れ等を防止するため、口座振替

サービス等のご利用をお勧めいたします。
◆納期限内に納税できない方は
　納税相談にお越しください。
　災害や病気等の事情により、納期限内に全

額を納められない場合には、徴収の猶予な
どの制度があります。納税困難の方は必ず

ご相談ください。
◆コンビニでも納付できますので
　ご利用ください。
○取り扱える税金の種類
市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民

健康保険税
○必要なもの
　納付書（コンビニ収納用のバーコードが印

刷された納付書）
○取り扱いのできる主なコンビニエンススト
ア

　セブンイレブン、ファミリーマート、ヤマ
ザキデイリーストア、ローソン、エーエム・
ピーエム、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、
サークルＫ、サンクス、スリーエフ、生活
彩家、セイコーマート、ミニストップ　な
ど

　（一部取扱いしていない店舗があります）
◆納税相談窓口◆
　収納課　徴収担当　☎３２ ‐ ２１１１
　（内１７１、１７２、３７３）
　8：30 ～ 17：15（土・日・祝日を除く）
※延長窓口は終了しました。来庁が 17：15

以降になる場合は、事前にご連絡いただけ
れば、対応いたします。

◆平成２７年度差押え実績
（H27.4 ～ H28.3）

甲州市は市税の徴収を強化しています

差押財産 件　　数
給　与 ９件
不動産 ６件
自動車 ３件

預貯金等 ４４８件
生命保険 １３件
捜　索 １件
その他 １４件

計 ４９４件

路
線
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
市
内
各
地
に
出
向
き
、
バ

ス
事
業
の
業
務
内
容
の
説
明
を
行
い
、
市
民

バ
ス
に
対
す
る
意
見
や
要
望
の
交
換
会
を
行

い
ま
す
。
意
見
交
換
会
を
ご
希
望
の
団
体
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
市
民
課
市
民
生
活
担
当
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

峡
東
地
域
就
農
相
談
会
【
要
予
約
】

■
日　
時　
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所　
東
山
梨
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
１
０
１
会
議
室

■
内　
容

　
就
農
、
営
農
に
対
す
る
相
談
や
質
問
に
個

別
に
対
応
し
ま
す
。

■
対　
象　
市
内
に
就
農
希
望
の
方

■
締
切
日　
11
月
28
日
（
月
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
農
務
事
務
所　
農
業
農
村
支
援
課

　
担
い
手
育
成
担
当　
☎
20
‐
２
７
０
７

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

■
日　
時　
11
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員　
６
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
11
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

休
日
無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

■
日　
時　
12
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
12
時
20
分

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員　
５
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
40
分

　
　
　
　
以
内
）

※
11
月
14
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談
【
要
予
約
】

■
日　
時　
11
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

■
定　
員　
12
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　

容　

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、

サ
ラ
金
、
多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労

働
契
約
社
会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

■
そ
の
他

※
11
月
７
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
内
容
を
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談
【
予
約
不
要
・
無
料
】

■
日　
時　
11
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８
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有
料
広
告

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

　
　
　
　
　
　
【
予
約
不
要・無
料
】

■
日　
時　
11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　

所　

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　

２
階　

　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

も
の
忘
れ
相
談

■
日　
時　
11
月
18
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
11
月
16
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

■
日　
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
11
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
30
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
11
月
５
日
、
12
日
、
26
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談【
要
予
約
】

■
視
覚　
石
原
テ
ル
氏　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚　
遠
藤
養
蔵
氏　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江
氏
☎
32
‐
３
１
２
０

■
知
的　
雨
宮
さ
つ
き
氏
☎
32
‐
０
２
８
５

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５

　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
開
催

　
　
　
　
　
　
【
予
約
不
要・無
料
】

　
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
や
日
常
生
活

に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の
様
々
な

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

■
対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
相
談
内
容
な
ど
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

法
律
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
り
っ
じ

　
☎
32
‐
６
０
５
０

　
ＦＡＸ
32
‐
６
０
５
１

障
害
者
陶
芸
教
室

■
日　
時　
11
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時
～

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
【
要
予
約
】

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
11
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
締
切
日　
11
月
９
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の

　
　
　
　
　
午
前
中

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

■
日　
時　
11
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　
所　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
事
務
所
（
市
役
所
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

■
内　
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方
や

依
頼
し
た
い
方
の
相
談
窓
口
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
44
‐
２
６
１
２

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

学
習
会

■
日　
時　
11
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
内　
容　
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
方
法
と
認

　
　
　
　
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
の
学
習
会

■
対　
象　
会
員
、
介
護
に
携
わ
る
方
、
介
護

　
　
　
　
に
関
心
の
あ
る
方　

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
第
３
会
議
室

■
申
込
方
法

　
11
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０



広報こうしゅう25

　平成２９年４月から、保育所・保育園・認定こど
も園等に入所を希望する（在園児の継続を含む）児
童の申込み受付を開始します。
　保育所（園）等は、保護者が仕事や病気などのた
め家庭で十分に保育できない児童を、一定の時間、
保護者に代わって保育する児童福祉施設ですので要
件に該当しない場合は入所できません。
★申込書配布場所
　市内保育所（園）、認定こども園、子育て支援課

で配布しています。
　また、甲州市ホームページから申込書等がダウン

ロードできます。（口座振替依頼書は除く）
★申込受付期間
　１１月７日（月）～３０日（水）（閉園、閉庁日を除く）
★申込受付窓口
　甲州市内の保育所（園）、認定こども園に入所を

希望する場合⇒入所希望の保育所（園）、認定こ
ども園へ申込書を提出してください。

　市外の保育所（園）などに入所を希望する場合⇒
子育て支援課へ申込書を提出してください。

　あらかじめ施設の所在する市町村の受付期間、受
入状況や入所要件および必要書類などを確認のう
え、申し込みを行ってください。

◆お問い合わせ先
　子育て支援課　保育所担当　☎３２ ‐ ５０８１
※甲州市内各保育所（園）、認定こども園にも問い
　合わせできます。

■公立保育所
施設名称 所在地 電話番号

松里保育所 塩山小屋敷１４０３番地 ３３‐４１３０
奥野田保育所 塩山熊野５９７番地 ３３‐４１３２
東雲保育所 勝沼町小佐手４１０番地 ４４‐０３９４
大和保育所 大和町初鹿野１６８５番地６ ４８‐２１５８

■私立保育園
施設名称 所在地 電話番号

塩山愛育園 塩山上於曽１２１７番地 ３３‐２０７２
みいづ保育園 塩山上井尻６９２番地１ ３３‐６８４２
千野保育園 塩山千野３６５３番地 ３３‐２６２４
泉保育園 塩山上塩後１０番地３ ３３‐３０１６
赤尾保育園 塩山赤尾７１３番地１ ３３‐２０６８
たんぽぽ保育園 （４月から認定子ども園へ移行予定） 塩山上於曽４４５番地１ ３３‐２４８７
勝沼保育園 勝沼町等々力１４５７番地１ ４４‐０４３０
岩崎保育園 （４月から認定子ども園へ移行予定） 勝沼町下岩崎１７３１番地３ ４４‐１５２４

■私立認定こども園
施設名称 所在地 電話番号

塩山カトリック幼稚園 塩山上於曽１３５１番地 ３３‐２７４８

平成29年度　保育所（園）などの入所（新規・継続）申込受付を開始します

ご協力お願いします
塩山駅構内および南北自由通路
リニューアル工事
　中央本線の特別急行が停車する主要駅として多くの方に利用され
ているＪＲ塩山駅は、築３０年を経過し老朽化が進んでいます。そ
のため東日本旅客鉄道㈱では、ＪＲ塩山駅構内の利便性の向上を図
るとともに、市内寺社・ワイナリーをイメージした和モダンを基調
とするデザインで、観光地としてより一層の地域活性化を図ってい
く方針のもと改修工事に着手しました。
　駅構内と同じく老朽化が進んでいる南北自由通路につきましても、
市民皆様の生活の空間、また観光客の皆様をお出迎えするおもてな
しの空間として、安心と親しみのもてる、駅構内と一体感のあるデ
ザインで改修を行うこととなりました。
　また、南口駅前広場の一部も併せて改修を行う予定です。
　工事期間中は、駅構内、南北自由通路、駅前南口広場へ仮囲い等
の設置を行うため、ホーム、通路、歩道の一部で大変狭くなる箇所
があります。また、夜間の時間帯（午後１１時３０分～午前５時
３０分）に材料搬入の作業を行います。
　市民の皆様には、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力
をお願いいたします。

■工事期間　
　駅構内・南北自由通路工事　平成２９年４月中旬まで
◆お問い合わせ先
　建設課　☎３２‐２１１１（代表）　☎３２‐５０７１（課直通）

イメージ図
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農地は貴重な財産です
～農地中間管理事業を活用しませんか～

☆農地を有効活用するための、新しい仕組みです。
☆新しい仕組みは、「農地中間管理事業」です。公的

機関なので安心です。
☆農業のリタイアを考えている方、相続される方は家

族で話し合い、早めの対策を考えましょう。

○中間管理機構を通して農地の貸し借りを行った場合
には、協力金が支払われるケースもあります。詳し
い内容は、産業振興課までお問い合わせください。

「農地中間管理事業」の仕組み

農地を
貸したい方

・農業をやめた
い場合

・耕作面積を縮
小したい場合

・耕作放棄地な
ど利用してい
ない農地があ
る場合

・農地を相続し
たが、農業が
できない場合

　　　　　等

○必要な場合は、使い勝手の良い農地へ整備し、貸し付けます。
○条件によっては、お借りできない農地もありますので、ご承知ください。

農地を
借りたい方

・農業経営の規
模拡大をした
い場合

・新規に就農を
したい場合

・近くの農地を
貸してほしい
が、遊休農地
となっていて
困っている場
合

　　　　　等

山梨県
農地中間
管理機構

（山梨県農業振興公社）

↑
スマートフォン等

モバイルは
こちらから！

貸
付

貸
付

（
出
し
手
）

（
受
け
手
）

◆お問い合わせ先　産業振興課　農地担当（農業委員会事務局）　☎３２‐５０９２

◆
◆
◆　

輝
く
社
会
は
輝
く
家
庭
か
ら　

◆
◆
◆

　
家
庭
部
会
で
は
、
よ
り
よ
い
家
庭
内
の
環
境
づ
く
り
に
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
家
庭
シ
ー
ト
＝
（
意
識
調
査
結
果
）
シ
ー
ト
の
記
入
に
よ
り
ご
自
身

の
家
庭
内
の
役
割
分
担
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
す
る
。

★
男
性
の
料
理
教
室
＝
（
意
識
調
査
結
果
）
男
性
が
料
理
の
基
本
を
学
び
楽
し
み
な

が
ら
作
る
こ
と
で
家
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
成
果
は
市
民
の
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
更
な
る
輝
く
社
会
を
皆
さ
ん
で
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
（
家
庭
部
会
）

塩山駅南口市民ギャラリー
塩山地域の小・中学生による文化祭の入賞作品を展示します。

11 月 4 日（金）～ 11 月 24 日（木）
小・中学生絵画、書道 < 市長賞 >

11 月 25 日（金）～ 12 月 14 日（水）
小・中学生絵画、書道 < 教育長賞 >
12 月 15 日（木）～ 1 月 3 日（火）

小・中学生絵画 , 書道 < 文化協会長賞 >
　※展示内容・期間は、変更になる場合もあります。

結婚相談所　主催　　
「パートナーを見つける心のコミュニケーション」

セミナー＆フリートーク　参加者募集
■日時　１２月１８日（日）午後１時３０分～
■場所　ぶどうの丘　和室宴会場
■対象　３０～４５歳までの独身男女各１５名
　　　　（応募者多数の場合は抽選）
■参加費　２，０００円　軽食付き（当日徴収）
■申込方法　
　市ホームページまたは政策秘書課窓口で申込書を入手し、

持参、郵送、ＦＡＸにてお申し込みください。
■締切日　１１月３０日（水）
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市結婚相談所事務局（政策秘書課）☎３２ ‐ ５０３７
★結婚相談所では随時登録者を募集中です。イベント以外で

も出会いのお手伝いをしています。

市民教養講座　【無料・要申込】
甲州ふしぎ発見！
　～産業・文化・健康～

『峡東地域（甲州市）の果樹農業の魅力　再発見』
－世界農業遺産認定への取り組みを通じて－
■講師　山梨県農政部農政企画監　斉藤　修 氏
■日時　11 月 15 日（火）午後７時～
■場所　甲州市民文化会館　大会議室

『甲州市の宝～文化財編～』
■講師　甲州市文化財課歴史まちづくり担当　飯島　泉 氏
■日時　11 月 18 日（金）午後１時 30 分～
■場所　甲州市勝沼図書館　視聴覚室

『ぶどう酒≠ワイン』
■講師　甲州市文化財課文化財指導監　小野　正文 氏
■日時　11 月 25 日（金）午後１時 30 分～
■場所　甲州市勝沼図書館　視聴覚室

『甲州市偉人伝』
■講師　甲州市文化財課歴史まちづくり担当　飯島　泉 氏
■日時　12 月 1 日 ( 木 ) 午後７時～
■場所　甲州市民文化会館　大会議室

『お家ゴハンで X’mas!!』
■講師　緑が丘料理学園講師　上野　淳子 氏
　　　( 甲州市食育推進プロジェクト会議委員 )
■日時　12 月 2 日 ( 金 ) 午後７時～
■場所　甲州市民文化会館　料理実習室
◆申し込み・お問い合わせ先
　生涯学習課　社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７
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◆ぶどうとワインの資料展２０１６　
　『ワインの香り
　　　―感じて　探して　楽しむー』 
■期間　１１月２９日（火）まで開催中！ 
■会場　勝沼図書館 
　今回は、「香り」を
テーマに、ワインの
楽しみ方をご提案し
ます。

広報こうしゅう27

夕暮れ時の交通事故防止
　ドライバーの皆さん、夕暮れ時に歩行者や車の発見が遅れ
て「ヒヤリ」としたことはありませんか？
　夕暮れ時は人・車ともお互いが見えにくくなり、発見の遅
れが重大な交通事故につながることもあります。
ドライバーの皆さんへ
○早めのライト点灯を心掛けましょう。
　暗くなる前の午後４時半ころにはライトをつけるようにし

ましょう。
○対向車や、車が前にいないときはハイビームにしましょう。
歩行者の皆さんへ
○反射材を身につけて、存在をアピールしましょう。
○横断報道をわたる際は一旦必ず止まりましょう。
　車が止まってくれたのを確実に確認してから渡りましょ

う。

あなたの自転車狙われてます！

日下部警察署からのお知らせ

◆知的書評合戦ビブリオバトルＩＮ塩山⑪
■日時　１１月１９日（土）午後５時３０分～　　■会場　塩山図書館カウンター前
※当日観戦をご希望の方は時間までにお集まりください。新しい本と出合いたい方、大歓迎です♪

三角くじもあるよ！
１１月５日（土）

午前の部
＊大友剛さんの　　　　　　　　　　　
　　「マジックと絵本の親子ＬＩＶＥ」

午後の部
＊クラリネット演奏とコラボおはなし会
＊クラリネットによるミニ演奏会
＊図書館職員による「工作ワークショップ」

ブックリサイクル　１１月３・５・６日

１１月６日（日）
午前の部

＊ボランティア「ティンカーベル」のおはなし会
午後の部

＊造形作家丸林さわこさんの工作教室①
　　「紙皿のフェイスマスク」
＊カムカムクラブのビックアニマシオン
　　「１１ぴきのへんなねこ」を使ったクイズ大会
＊造形作家丸林さわこさんの工作教室②
　　「ＥＶＡスポンジでおうちをつくろう！」
　　　　　　　　　　　　要申込み　定員４０名

～ お問い合わせ先　勝沼図書館　☎４４ ‐ ３７４６ ～

勝沼図書館開館２０年記念　カムカムフェスタ２０１６

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆甘草屋敷子ども図書館第５０回企画展
　よしながこうたく絵本原画展
■会期　１２月２５日（日）まで開催中！
■会場　甘草屋敷子ども図書館
　第５０回目の記念すべき企画展示は『給食番長』
シリーズで有名なよしながこうたくさんの原画展。
今回は原画だけでなく、番長シリーズの製作過程を
描いた「ラフ画ノート」や、自作の立体人形、そし
て絵本『給食番長』の元となった『真・給食番長』
という幻のボツ作品など、他ではみられないお宝が
満載の展示です！

人も車もお互いに気をつけて交通事故に
遭わない、起こさないようにしましょう！

カギが掛かっていない自転車は、泥棒のいいカモです。
大切な自転車を守るには・・

☆短い時間でも、必ずカギをかける
☆備え付けのカギだけでなく、もう１つ別のカギで
　ツーロック！
☆路上には駐車しない！

　ちょっとした心がけで、犯人が
盗みにくい自転車になります。

しめしめ・・・
かぎがかかって

ないぞ

助けてー！！
盗まれちゃうよ！

◆お問い合わせ先　日下部警察署　☎ 22-0110
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 　叶
かなで

くん（６ヶ月）

　　 天
あまね

音くん（３歳）

弟思いのお兄ちゃん。弟が泣けば
ミルクだよとみんなに知らせてく
れます。いつまでも二人仲良くね。

父・健二さん、母・美春さん
（三日市場）

高
たかの

野 莉
り

桜
お

ちゃん（６ヶ月）

わが家のスター

桜のようにみんなから、愛される
元気な女の子に育ちますように♡

父・裕生さん、母・亜加音さん
（綿塚）
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世帯と人口 （２０１６．１０．１現在）　人口 ３２，９９４人（−３０）　男 １５，９５０人（−２０）　女 １７，０４４人（−１０）　世帯数 １３，２５８世帯（＋２）
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場 サクラちゃん（７ヶ月）

オギャーと産声を上げた時の感動は宝物。生ま
れてきてくれて本当にありがとう！サクラちゃ
んに出会えて、パパとママはとっても幸せだよ！

父・学さん、母・里香さん
（上於曽）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。


